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１．研究計画の概要 
モチフィックコホモロジーとは，代数体の整数環のイデ

アル類群や単数群，代数多様体の Chow 群などを一般化

したもで，数論的多様体の L-関数とも密接に関連する重

要な研究対象である．これにたいする重要な未解決問題

として数論的多様体のモチフィックコホモロジーの有

限性予想がある．当該研究ではこの問題にホッヂ理論的

アプローチおよび数論的なアプローチにより迫る． 
２．研究の進捗状況 
当該研究においては，これまでこの問題に対する一般的

なアプローチを発見していた．基本的なアイデアは上述

の予想を加藤予想と関係付けることである．加藤予想と

は，上述の問題とはまったく別のコンテクストにおいて

加藤和也氏により 1986 年に提出された予想である．加

藤氏は，有限体上の射影的で滑らかな多様体 X，あるい

は整数環上の regular proper flat なスキーム X と整

数 q にたいし，ある数論幾何的な不変量 KH_q(X) を定

義して，これが q=0 以外では消えていることを予想し

た．X が有限体上の曲線，あるいは代数体の整数環のス

ペクトラムの場合の加藤予想は，有限体上の一変数関数

体あるいは代数体 K のブラウアー群に関する古典的類

体論の基本事実(K 上の中心的単純環にたいする Hasse

原理)に同値である． 
３．現在までの達成度 
前年度まで研究により，特異点の解消を認めた上で，有

限体の多様体にたいする加藤予想を解決することに成

功していた． 本年度の研究の成果は, 最近 Gabber に

より示された de Jong の alteration の理論の精密化を

用いることにより，有限体の多様体にたいする加藤予想

の標数と素な部分を特異点の解消の仮定なしに示すこ

とに成功したことである．これにより研究計画の達成度

はかなり高いと自己評価できる．  

４．今後の研究の推進方策 
今後は上の成果で使われた方法をさらに発展させるこ

とにより，有限体上の多様体の加藤予想で残されていた

標数の部分を解決することを目指す．さらにこの方向で

の研究を発展させ，整数環上の regular proper flat な

スキームにたいする加藤予想で残されていた標数の部

分を解決することを目指す． 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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